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令和８年３月 24日（火） 

※石川中HPに掲載 

明るく 元気に 笑顔で 一生懸命」 『あい』があふれる学校づくり  

 

令和７年度 修了式 

本日、今年度の最終登校日となりました。８時３5分から令和７年度の修了式を行いました。

式の最初に各クラスの代表の生徒に修了証を授与しました。その後、各学年の代表の生徒から今

年１年を振り返りと来年度に向けた抱負の発表がありました。「新しい環境に戸惑いながらも、

成長を実感し、自信をつけたこと」「様々な役割に挑戦し、困難と向き合いながら頑張ったこと」

「目標をもって頑張ったけれども、悔しい思いをしたこと」「そんな時に優しく見守り、声をか

けてくれる仲間がいたこと」・・・。１年生、２年生の代表の生徒とも、新たな学年に進級する

にあたり、１年間を振り返っての現在の率直な思いと、新たな学年への強い意気込みが感じられ

るすばらしい発表でした。 

式に臨む態度や話を聞く姿勢など、何事にも一生懸命で「あい」があふれる生徒たちの姿はい

つも変わりません。最高学年となる２年生。先輩となり後輩を迎える１年生。石川中学校のよき

伝統を受け継ぎながら、さらによりよい学校に盛り上げてくれることを期待しています。 

１年間の生徒たちの素晴らしい活躍に心から感謝します。ありがとうございました。 

１年間 大変お世話になりました 

令和７年度も本校の教育活動にご理解とご協力、ご支援を賜りましたことに深く感謝申し上げ

ます。保護者の皆様や地域の皆様に支えられながら、生徒たちもたくさんの活動と経験の中で確

実に成長することができました。今後とも石川中学校の教育活動に変わらぬご支援、ご協力を賜

りますようよろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。 

１年間を過ごした学級担任としての思いを･･･ 

令和７年度最後の学級活動。１年間を共に過ごした担任の先生と生徒た

ちが向き合う各教室では、穏やかでとても良い時間が流れていました。 

思い出を振り返ったり、生徒たちの成長に目を細めたり、たくさんの時間

と様々な思いを共有してきたらからこそ醸し出される温かくも、寂しさが

滲む独特な空気です。先生と生徒たちが共に成長を紡いできた証なんだと

思います。学級担任っていいなあと改めて思う瞬間でした。 

 


